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９月で105歳を迎えた藤
ふじ

原
はら

章
ふみ

さん。美郷町一
のご長寿さんです。
現役で華道の先生をしておられ、部屋には生
徒からのお祝いの言葉が書かれた色紙が飾っ
てありました。

「人」という字は1本ではなく、
支えがあってこそ成り立つ。
たくさんの人に支えられて
ここまで来ました。
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ご長寿おめで とうございます
＊＊＊いつまでも明るくお元　気でお過ごしください＊＊＊

祝百歳

尾
お ば ら

原　アキさん（惣森）

土
ど て

手　イサコさん（乙原）※写真の掲載はありません

内閣総理大臣から祝い状と銀杯

美郷町では、今年「100歳」と「白寿（99歳）」を迎えられる方　　を、９月24日㈭、28日㈪、29日㈫に町長が慶祝訪問しました。 

美
郷
町
内
に
は

百
歳
以
上
の
方
が

９
月
30
日
現
在
で

11
名

お
ら
れ
る
ウ
リ
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ご長寿おめで とうございます
＊＊＊いつまでも明るくお元　気でお過ごしください＊＊＊

祝白寿

小
お だ

田　シナヨさん（石原）

西
にし じ ま

嶋　久
ひ さ よ

代さん（比敷）

大
おお は た

畑　玉
た ま え

江さん（信喜）

河
こ う の

野　テツヨさん（浜原）

原
は ら だ

田　速
は や お

男さん（乙原）

町長から祝い状と記念品

美郷町では、今年「100歳」と「白寿（99歳）」を迎えられる方　　を、９月24日㈭、28日㈪、29日㈫に町長が慶祝訪問しました。 
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平成26年度
美郷町
平成26年度決算の概要

歳入総額 83億7,160万7,133円
歳出総額 80億6,452万　874円

会 計 区 分 歳　入 歳　出 歳入歳出
差 引 額

翌年度へ繰越
すべき財源 実質収支額

一般会計 6,877,272 ,293 6,575 ,094 ,953 302,177 ,340 192,528 ,625 109,648 ,715
住宅新築資金等貸付特別会計 3,371,562 3,160 ,694 210,868 0 210,868
簡易水道事業特別会計 273,640,483 272,813 ,952 826,531 771,374 55,157
下水道事業特別会計 247,295,139 243,615 ,539 3,679 ,600 3,679 ,600 0
君谷診療所特別会計 5,364,501 5,364 ,501 0 0 0
国民健康保険特別会計 704,928,132 704,736 ,212 191,920 0 191,920
国民健康保険診療所特別会計 76,581,787 76,581 ,787 0 0 0
後期高齢者医療特別会計 183,153,236 183,153 ,236 0 0 0

合　　　計 8,371,607 ,133 8,064 ,520 ,874 307,086 ,259 196,979 ,599 110,106 ,660

（単位：円）

普
通
会
計
決
算
額

　
　
　
　の
内
訳

　

平
成
26
年
度
決
算
が
９
月
議
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
フ
は
普
通
会
計
決
算
額
の
内
訳
で

す
。

※
普
通
会
計
と
は
一
般
会
計
、
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
特
別
会
計
、
君
谷
診
療
所
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
会
計
間

の
重
複
部
分
（
操
出
金
・
繰
入
金
）
や
借

換
債
等
を
調
整
し
た
も
の
が
普
通
会
計
決

算
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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普
通
会
計
歳
入
歳
出
決
算
額
対
前
年
度
比
較

歳
入

　

町
税
は
固
定
資
産
税
（
償
却
資

産
）・
た
ば
こ
税
の
減
な
ど
に
よ

り
▲
４
８
２
万
円（
▲
１
・
０
％
）、

地
方
交
付
税
は
特
別
交
付
税
の
減

に
よ
り
▲
２
，
１
５
５
万
円
（
▲

０
・
６
％
）、
国
庫
支
出
金
は
Ｈ

25
年
８
月
に
発
生
し
た
公
共
土
木

災
害
復
旧
事
業
費
負
担
金
の
増
額

や
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
皆
増
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、
防
災
公
園
整

備
事
業
の
完
了
に
よ
る
都
市
防
災

総
合
推
進
事
業
補
助
金
の
皆
減
に

よ
り
▲
３
，７
６
７
万
円
（
▲
４
・

８
％
）、
県
支
出
金
は
農
林
水
産

施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金
、
元
島

根
県
立
邑
智
高
等
学
校
活
用
地
域

活
性
化
交
付
金
（
邑
智
高
校
を
邑

智
中
学
校
と
し
、
旧
中
学
校
跡
地

を
防
災
公
園
と
し
て
整
備
す
る
際

に
発
行
し
た
借
入
金
の
償
還
経
費

に
対
す
る
助
成
金
）
の
増
に
よ
り

＋
９
，
２
８
１
万
円
（
20
・７
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
分
担
金
及
び
負

担
金
は
保
育
料
・
老
人
福
祉
施
設

被
措
置
者
負
担
金
の
減
に
よ
り
▲

４
２
７
万
円
（
▲
９
・
０
％
）、

使
用
料
及
び
手
数
料
は
育
苗
施
設

使
用
料
の
皆
減
、
ご
み
袋
販
売
手

数
料
の
減
に
よ
り
▲
１
０
８
万
円

（
▲
１
・
５
％
）、
繰
入
金
は
過
疎

対
策
基
金
繰
入
金
の
減
に
よ
り
▲

１
，６
７
１
万
円
（
▲
21
・
４
％
）、

町
債
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
防

災
行
政
無
線
・
防
災
公
園
整
備
事

業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
▲
２

億
１
，
２
９
０
万
円
（
▲
20
・
５

％
）
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出

　

公
債
費
は
過
疎
対
策
事
業
債
・

合
併
特
例
事
業
債
の
元
金
償
還
の

増
に
よ
り
＋
１
億
３
，
０
５
８
万

円
（
10
・
５
％
）、
扶
助
費
は
更

正
医
療
費
・
介
護
給
付
費
・
生
活

保
護
費
・
移
動
支
援
給
付
費
等
の

増
に
よ
り
＋
２
，
４
０
４
万
円

（
３
・
７
％
）、
普
通
建
設
事
業
費

は
防
災
行
政
無
線
・
防
災
公
園
整

備
事
業
の
皆
減
等
に
よ
り
▲
５
億

４
，４
４
１
万
円
（
▲
38
・７
％
）、

災
害
復
旧
事
業
費
は
Ｈ
25
年
発
生

災
の
事
業
費
増
に
よ
り
＋
１
億

１
，
６
４
６
万
円
（
40
・
３
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
物
件
費
は
指
定

管
理
施
設
（
開
発
公
社
分
）
の
委

託
料
の
増
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
費
の
増
、
資
産
管
理
シ
ス
テ

ム
（
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
）
更
新

事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
＋
９
，

５
９
７
万
円
（
12
・
１
％
）、
補

助
費
等
は
一
部
事
務
組
合
（
邑
智

郡
総
合
事
務
組
合
・
江
津
邑
智
消

防
組
合
）
負
担
金
の
減
が
あ
り
ま

し
た
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
支
援
事
業
補
助
金
の
増
な
ど
に

よ
り
＋
６
３
０
万
円（
０
・
８
％
）、

維
持
補
修
費
は
道
路
維
持
作
業
費

の
増
に
よ
り
＋
１
，
３
６
９
万
円

（
16
・
６
％
）、
積
立
金
は
減
債
・

公
共
施
設
維
持
管
理
・
電
算
機
器

管
理
基
金
へ
の
積
立
減
に
よ
り
▲

２
億
４
，
０
８
４
万
円
（
▲
68
・

５
％
）、
繰
出
金
は
国
民
健
康
保

険
及
び
診
療
所
特
別
会
計
へ
の
繰

り
出
し
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ

の
他
の
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し

が
減
少
し
▲
３
，２
２
０
万
円（
▲

５
・
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
・
歳
出
の
前
年
度
決
算
に
対
す
る
主
な
増
減
要
因
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

歳　入

歳　出

区　　分 H26 H25 比較（H26−H25）
決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

自主財源 916,713 13.3 975,263 13.7 ▲ 58,550 ▲ 6.0
町税 460,251 6.7 465,069 6.5 ▲ 4,818 ▲ 1.0
繰入金 61,508 0.9 78,218 1.1 ▲ 16,710 ▲ 21.4

財調・減債基金 0 0.0 0 0.0 0 −
特定目的基金 61,508 0.9 78,218 1.1 ▲ 16,710 ▲ 21.4

繰越金 140,907 2.0 167,598 2.4 ▲ 26,691 ▲ 15.9
諸収入等 254,047 3.7 264,378 3.7 ▲ 10,331 ▲ 3.9

依存財源 5,968,217 86.7 6,146,432 86.3 ▲ 178,215 ▲ 2.9
地方譲与税等 128,334 1.9 127,239 1.8 1,095 0.9
地方交付税 3,727,714 54.1 3,749,266 52.6 ▲ 21,552 ▲ 0.6

普通交付税 3,304,958 48.0 3,279,086 46.0 25,872 0.8
特別交付税 422,756 6.1 470,180 6.6 ▲ 47,424 ▲ 10.1

国県支出金 1,286,069 18.7 1,230,927 17.3 55,142 4.5
町債 826,100 12.0 1,039,000 14.6 ▲ 212,900 ▲ 20.5

うち通常債 562,200 8.2 757,800 10.6 ▲ 195,600 ▲ 25.8
うち災害復旧債 61,400 0.9 80,200 1.1 ▲ 18,800 ▲ 23.4
うち特別債 202,500 2.9 201,000 2.8 1,500 0.7

歳入合計 6,884,930 100.0 7,121,695 100.0 ▲ 236,765 ▲ 3.3

区　　分 H26 H25 比較（H26−H25）
決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

義務的経費 2,858,509 43.4 2,671,699 38.3 186,810 7.0
人件費 803,436 12.2 771,250 11.0 32,186 4.2

退職手当債を財源 0 0.0 0 0.0 0 −
公債費 1,377,839 20.9 1,247,259 17.9 130,580 10.5

繰上償還を除く 1,227,876 18.7 1,246,414 17.9 ▲ 18,538 ▲ 1.5
扶助費 677,234 10.3 653,190 9.4 24,044 3.7

投資的経費 1,266,564 19.2 1,694,509 24.3 ▲ 427,945 ▲ 25.3
普通建設事業費 861,183 13.1 1,405,590 20.1 ▲ 544,407 ▲ 38.7
災害復旧事業 405,381 6.2 288,919 4.1 116,462 40.3

その他の経費 2,457,469 37.3 2,614,545 37.5 ▲ 157,076 ▲ 6.0
物件費 888,196 13.5 792,227 11.3 95,969 12.1
補助費等 768,401 11.7 762,097 10.9 6,304 0.8
維持補修費 96,207 1.5 82,520 1.2 13,687 16.6
積立金 110,967 1.7 351,805 5.0 ▲ 240,838 ▲ 68.5
投資・出資・貸付金 20 0.0 20 0.0 0 0.0
繰出金 593,678 9.0 625,876 9.0 ▲ 32,198 ▲ 5.1

歳出合計 6,582,542 100.0 6,980,753 100.0 ▲ 398,211 ▲ 5.7

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）
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基
金
の
状
況

地
方
債
残
高

　
　の
状
況

基　金　名 H25 H26
　　　千円

増減額
　　　千円

町 民 １ 人　　
あたり残高　円

財政調整基金 1,052,498 1,147,730 95,232 222,385
減債基金 630,471 640,830 10,359 124,168
地域福祉振興基金 216,861 216,970 109 42,040
ふるさと・水と土保全対策基金 10,684 9,427 ▲ 1,257 1,827
公共施設維持管理基金 566,979 538,412 ▲ 28,567 104,323
地域振興基金 1,108,811 1,112,684 3,873 215,595
がんばれ美郷町寄付基金 3,669 4,595 926 890
電算機器管理基金 105,545 92,560 ▲ 12,985 17,935
地域雇用創出推進基金 30,036 30,044 8 5,821
過疎対策基金 35,162 17,681 ▲ 17,481 3,426
江の川下流域活性化基金 26,832 26,083 ▲ 749 5,054
鴨山記念館収蔵品取得基金 7,319 7,320 1 1,418
土地開発基金（現金） 24,822 24,828 6 4,811

一　般　会　計　計 3,819,689 3,869,164 49,475 749,693
簡易水道基金 7,717 7,719 2 1,496
下水道事業基金 3,900 3,901 1 756
国民健康保険基金 55,535 25,457 ▲ 30,078 4,933

特　別　会　計　計 67,152 37,077 ▲ 30,075 7,184
合　　計 3,886,841 3,906,241 19,400 756,877

区　　分 H25 H26
a　　千円

増減額
　　　千円

町民１人  　　
あたり残高　円

aのうち交付税等
での措置額 千円

差引実質残高
　　　千円

町民１人あたり
実質残高　円

一般会計 10,814,487 10,394,823 ▲ 419,664 2,014,110 8,310,988 2,083,835 403,766

特別会計 3,114,298 3,002,248 ▲ 112,050 581,718 1,100,679 1,901,569 368,450

住宅会計 9,813 7,447 ▲ 2,366 1,443 0 7,447 1,443

簡水会計 1,168,588 1,175,633 7,045 227,792 214,196 961,437 186,289

下水会計 1,935,897 1,819,168 ▲ 116,729 352,484 886,483 932,685 180,718

合　　計 13,928,785 13,397,071 ▲ 531,714 2,595,828 9,411,667 3,985,404 772,216

※　
「
ａ
の
う
ち
交
付
税
等
で
の
措
置
額
」
と
は
地
方
債
残
高
の
う
ち
後
年
度

普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
も
の
、
お
よ
び
県
か
ら
の
補
助
金
（
邑
智
中
学
校

整
備
関
連
等
、
県
で
債
務
負
担
行
為
計
上
済
）
が
含
ま
れ
ま
す
。

※　

町
民
１
人
あ
た
り
の
数
値
は
、平
成
27
年
３
月
末
住
民
基
本
台
帳
人
口
５
，

１
６
１
人
で
算
出

健全化判断比率の状況
○健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

区分
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

― ― 13.3 68.1
早期健全化基準 （15.00） （20.00） （25.0） （350.0）
財政再生基準 （20.00） （30.00） （35.0）

※　実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金収支不足比率は黒字であるため「―」表示となっています。

健全化判断比率等の対象イメージ

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の制定により、平成19年度決算から
健全化判断比率の公表が義務付けされました。平成20年度決算からは基準値以上
になった場合、健全化に向けた計画を策定し国や県の監視下のもとで健全化に向
けた財政運営をしていくことになります。
　本町の場合、何れの比率も基準値以内にあり、今後も中期財政計画等に添って
計画的な起債発行を行うように努めていきます。

○資金不足比率　　（単位：％）
特別会計の名称 資金不足比率

簡易水道事業特別会計 ―
下水道事業特別会計 ―

経営健全化基準 （20.00）

実質赤字比率（家計に例えると、年収に占める年間の赤字額の割合）
　一般会計等の実質収支額の標準財政規模に対する赤字額の割合。

連結実質赤字比率
　一般会計、特別会計の実質収支額の標準財政規模に対する赤字額の割合。

実質公債費比率（家計に例えると、年収に占める年間の借金返済額の割合）
　一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する割合の３年平均値。

将来負担比率（家計に例えると、負債残高が年収の何年分に相当するかを示した割合）
　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の標準財政規模に対する割合

標準財政規模
　町税や地方譲与税、普通交付税等、地方公共団体の一般財源の標準規模を示すもの



広報みさと 2015.107

歳入 歳出

美
郷
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
決
算

　

平
成
26
年
度
の
被
保
険
者
数
は
平

成
26
年
度
の
１
，２
６
１
人
に
対
し
、

平
成
26
年
度
は
１
，
２
３
２
人
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
２
・
３
０
％
減
少

し
ま
し
た
。

　

医
療
費
（
国
保
給
付
額
）
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
度
と
比
較
す
る
と

６
，
８
２
０
千
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
４
７
６
，
３
８
８
千
円
と
県

内
で
も
２
番
目
の
高
さ
で
、
前
年
度

と
比
較
し
４
・
１
３
％
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

決
算
状
況
を
見
る
と
、
平
成
26
年

度
歳
出
総
額
は
７
０
４
，
７
３
６
千

円
に
対
し
、
歳
入
総
額
７
０
４
，
９

２
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入

財
源
の
主
な
内
訳
は
、
保
険
税
（
９

５
，９
２
８
千
円
）、国
費
（
１
５
２
，

４
５
８
千
円
）、
県
費
（
３
６
，
４

１
７
千
円
）、各
種
交
付
金（
３
３
４
，

０
９
８
千
円
）
及
び
美
郷
町
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
（
５
５
，
１
４
９
千

円
）
で
あ
り
、不
足
分
に
つ
い
て
は
、

国
保
の
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ

り
調
整
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
度
は

３
０
，
１
０
０
千
円
の
取
り
崩
し
を

行
い
ま
し
た
。

美郷町の医療費の動向
　平成26年度の年間１人当り医療費の状況
は、一般被保険者分（495,811円）が、県
下では２番目に高くなっています。　退職被
保険者分（287,516円）については、県平
均（381,175円）に比べ93,659円下回って
おります。
　医療費が高い原因としては、被保険者の慢
性疾患（生活習慣病）の増加等により、療養
が長期・高額化していることに加え、多受診
者数が多いことや特定の疾病（循環器・精神
疾患等）に係る医療費が高額、固定化してい
ることが大きな要因と捉えています。
　＊一般被保険者→自営業者世帯等
　＊�退職被保険者→一定期間厚生年金等に加入し、年

金を受給している65歳未満の人とその家族

国民健康保険税は大切な財源です
国民健康保険は医療費を国保税と公費等（国費・県費・町費・交付金）でまかなう仕組みで運営されて
います。
加入者全員で支えあって成り立つ制度であり、国保税を確保することは、国保を運営するために大変重
要な意味を持っています。国保の安定した運営のために国保税の納付についてご理解とご協力をお願い
いたします。
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美郷町職員の人事や給与等を公開します
地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の２及び美郷町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
（平成17年美郷町条例第３号）第３条の規定に基づき、平成26年度美郷町人事行政の運営等について概要を
公表します。

Ⅱ　職員の給与に関すること Ⅰ　職員の任免及び職員数に関すること

職員の任免状況�（単位：人）

区　分 任用（平成27年４月１日） 退職（平成26年度）
採用 昇任 降任 転任 定年 勧奨 自己都合

一般行政職 6 16 − 7 3 3 −
技能労務職 − − − 1 1 − −

（注）転任は、任命権者間の異動（町長、教育委員会、議会）

◆　職員の給与等の状況

人件費の状況（一般会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（27年1月1日）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）25年度
人件費率

26年度 5,198人 6,575,095千円 109,649千円 803,436千円 12.22% 11.50%

職員給与費の状況（一般会計決算）

区分 職員数
Ａ

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ

26年度 89人 330,169千円 42,719千円 117,047千円 489,935千円 5,504,888円
（注）１　職員手当には退職手当は含みません。
　　　２　職員数は、平成27年４月１日現在の人数です。

採用試験の実施状況（平成26年度）
区分 職種 受験申込者 一次合格者 最終合格者 採用者数

高卒
一般事務 19 10 5 4
図書司書 7 2 1 1
栄養士 1 1 1 1

特記事項
　現在、常勤の特別職を対象に、当分の間、給与の減額措置を行って
います。

区　　分 給料減額率等
町　　　長 7.5％
副　町　長 5％
教　育　長 5％

部門別職員数の状況と主な増減事由　　　　　　各年４月１日現在
区分

部門
職員数 対前年 主な増減理由平成26年 平成27年 増減数

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　　会 2 2
総　　務 28 30 2
税　　務 4 4
労　　働 1 1
農林水産 11 11
商　　工 1 1
土　　木 7 7
民　　生 14 15 1 組織・機構の変更による増
衛　　生 9 7 ▲�2 組織・機構の変更による減
計 77 78 1

教育部門 11 10 ▲�1 学校校務員の減
消防部門
小　　計 88 88

公
営
企
業
等

病　　院 4 4
水　　道 2 2
下　　水 1 1
そ�の�他 3 3
小　　計 10 10

合計 98
［111］

98
［111］ ［０］

（注）１　職員数は一般職に属する職員数（教育長を除く）。
　　　２　[�����]内は、条例定数の合計。

◆　職員の平均給与月額、初任給等の状況

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成27年４
月１日現在）
　一般行政職

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
美郷町 41.8歳 312,589円 388,374円

職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在）
区　　分 美　郷　町 島根県 国

一般行政職 大学卒 172,200円 171,890円 172,200円
高校卒 140,100円 139,847円 140,100円

技能労務職 高校卒 137,200円 152,325円 −

（4）ラスパイレス指数の状況

（4）年齢別職員構成の状況（平成27年４月１日現在）
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特殊勤務手当（平成27年４月１日現在）
手当の名称 主な支給対象職員 支給対象業務 支給実績（26年度決算） 支給単価

感染症防疫作業従事手当 健康福祉課職員 感染症などの消毒 − 400円/日
税務職員の特殊勤務手当 住民課税務係職員 税の賦課・徴収 288千円 8,000円/月
特殊自動車運転手当 建設課職員 除雪等 − 200円/時間
特殊自動車運転手当（補助員） 建設課職員 除雪等 − 100円/時間
派遣及び研修手当 全職員 他団体派遣・長期研修 − 2〜26千円/月
死体処理手当 住民課職員 死体の取扱作業 − 500円/日
支給実績（平成26年度決算） 288千円
支給職員１人当たり平均支給年額 8,000円
職員全体に占める手当て支給職員の割合 3.3％

地域手当
支給実績 −�千円

支給職員一人当たり
平均支給額 −�　円

退職手当（平成27年４月１日現在）
美　　　郷　　　町

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.62月分 27.025月分
勤続25年 30.82月分 36.57月分
勤続35年 43.70月分 52.44月分
最高限度額 52.44月分 52.44月分
その他の加算措置
　定年前早期退職者特例加算 2％〜20％
一人当たり平均支給額 23,513千円

時間外勤務手当

26年度 支給実績 13,521 千円
職員一人当たり平均支給年額 152 千円

25年度 支給実績 13,519 千円
職員一人当たり平均支給年額 149 千円

期末手当・勤勉手当
美　　　郷　　　町

一人当たり平均支給額（26年度）
1,366千円

（27年度支給割合）
勤勉手当 1.50月分
期末手当 2.60月分
（加算措置の状況）
職務の級等による加算措置
課　長　級 10.0%
課長補佐級 7.5%
係　長　級 5.0%

◆　特別職等の報酬等の状況（平成27年４月１日現在）
【用語の解説】
給料
基本給のこと

給与
給料と職員手当のうち扶養手当・時間外勤務手当・管理職手当・特殊勤務手当・
期末手当・勤勉手当・通勤手当・住居手当・宿日直手当を合わせたもの

ラスパイレス指数
国家公務員の給与水準と比較する場合に用いられているもの。指数は、国家公
務員給与水準を100とした場合の比較。一般的に100を超えれば国家公務員の
給与水準より高いといわれている

完全版を美郷町ホームページ
にて公開しています。

▼問い合わせ先　総務課　☎0855－75－1211

区　分 給　料　月　額　等
給
料

町　長 750,000円 （637,500円）
副町長 637,000円 （573,300円）

報
酬

議　長 293,300円
副議長 244,400円
議　員 204,700円

期
末
手
当

町　長
副町長 26年度支給割合 2.95月分
教育長
議　長
副議長 26年度支給割合 3.35月分
議　員

退
職
手
当

算定方法（支給時期）
町　長 750,000円×在職年数×100分の450（在任期間毎）
副町長 637,000円×在職年数×100分の270（在任期間毎）
教育長 562,000円×在職年数×100分の207（在任期間毎）

その他手当（平成27年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価 国の制度との異同 国の制度と異なる内容 26年度決算額 対象職員一人当たり
平均年額

管理職手当 課長職 33,200円 異なる 棒給の特別調整額
として支給 7,235千円 301千円課長補佐職 19,800円

扶養手当

配偶者 13,000円

同じ − 9,768千円 227千円
配偶者以外 6,500円
配偶者無しの場合1人 11,000円
特定期間（満16歳年度初めから満22
歳年度末）の子の加算 5,000円

住居手当
借家、借間居住者
家賃23,000円未満：家賃額-12,000円
家賃23,000円以上：

家賃額−12,000円×1/2＋11,000円
同じ − 2,799千円 200千円

通勤手当
交通機関利用者：最高支給限度額55,000円
交通用具（自動4輪車等）使用者：

通勤距離1㎞増す毎に加算800円
40㎞以上32,900円

異なる
交通用具使用者の通勤
距離区分及び加算方法
が異なる。

8,600千円 125千円

単身赴任手当
支給額23,000円
加算額（職員の住居と配偶者の住居との間の交通距
離が100㎞を超える場合）：

距離により6,000円〜45,000円
同じ − − −

宿日直手当 日直手：4,200円
宿直手当：6,300円 同じ − 508千円 4,200円

管理職手当
特別勤務手当

臨時又は緊急の必要その他の公務の運営の必要によ
り、週休日又は休日等に勤務した管理職員に支給。

勤務時間6時間以下　4,000円
勤務時間6時間超　　6,000円

異なる 支給区分有 − −

島根県美郷町 検索
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やくば通信

個人番号（マイナンバー）が通知されます
個人番号カードの申請方法について、お知らせします

通知カードの送付…次のものが同封され、世帯ごとに住民票の住所に簡易書留で届きます。

個人番号カード…個人番号（マイナンバー）確認と本人確認が同時にできるカードです。

個人番号カードの申請は…次の方法で、申請と受け取りができます。【初回発行は、無料】

●個人番号（マイナンバー）は、生涯にわたって使用します。通知カードは、大切に管理してください。
●個人番号（マイナンバー）は、平成28年１月から役場や職場の手続などで利用が始まります。

個人番号カードの交付を受けると…【利用の場面】
●個人番号が必要な場面（役所の手続等）で、１枚で個人番号証明と本人確認ができ、身分証明書としても利用できます。

（注）通知カードの場合は、他の本人確認書類（免許証など）も必要
●電子証明書（ICチップ）を搭載しているので、e-tax（国の税金の電子申告）などの電子申請が利用できます
●マイナポータルが利用できます（行政機関が個人番号を利用した記録の確認等ができるＨＰ　　Ｈ29年1月開始予定）。

ステップ１　申請書を郵送する ステップ２　交付通知書が届く→役場窓口へ ステップ３　役場で受け取り

①宛名台紙

（表）
＜記載内容＞
（表）　住所・氏名・生年月日・性別・顔写真
（裏）　氏名・生年月日・個人番号
＜有効期限＞
〇発行日から10回目の誕生日（20歳未満は、５回目の
誕生日）まで

〇搭載される電子証明書は、発行日から５回目の誕生日
まで

通知カードに同封の「個人番号
カード交付申請書」に記入し、顔
写真を貼り、返信用封筒に入れて
ポストに投函する

役場窓口で、本人確認し、暗
証番号を設定して、個人番号
カードを受け取り

①�平成28年1月以降に、役場から個人番号
カードの交付通知書が届く

②役場窓口に必要書類を持参する
＜必要書類＞
交付通知書、通知カード
本人確認書類（免許証等）
住基カードなど

●平成28年１月以降も、申請できます。
●通知カードと住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）は回収します。
●上記の他、スマートフォン、パソコンからの申請もできます。
●詳しくは、同封の説明パンフレットをご覧ください。

（裏）

③説明パンフレット ④返信用封筒②通知カード＋個人番号カード交付申請書

10月から、住民票の住所に皆さまの個人番号をお知らせする「通知カード」が届きます。
希望される方は、申請により、個人番号カードが交付されます。
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やくば通信

役場窓口での申請もできます

【通知カード・個人番号カードに関するお問い合わせ先など】

POTEKA（ポテカ）とは
POINT（ポイント）　TENKI（てんき）　KANSOKU（かんそく）

●個人番号カードは、希望する方にのみ交付するカードのため、必ず申請しなければならないものではありません。
●個人番号カードの発行に伴い、住民基本台帳カード（電子証明書）の発行は、平成27年12月で終了します。
　既にお持ちの住民基本台帳カード（電子証明書）は、有効期限まで引き続き利用できます。

役場住民課戸籍係（電話75-1213）、大和事務所住民生活係（電話82-3121）の窓口でも申請することができます。
届いた書類一式に加え、本人確認書類（免許証、保険証等）や顔写真（縦4.5cm×横3.5cm）が必要です。
事前にお問い合わせのうえ、お越しください。　　　　　　　　　　　　【顔写真は、窓口でも撮影できます（料金が必要）】

（全国共通）
■マイナンバーコールセンター（制度に関する問い合わせ）
　　0570-20-0178（平日9:30～17:30）
■個人番号カードコールセンター

（通知カード・個人番号カードに関する問い合わせ）
　　0570-783-578　平日 8:30～22:00（28年4月以降 8:30～17:30）
　　 　土日祝 9:30～17:30（28年3月末まで）
■個人番号カード総合サイト（地方公共団体システム機構）
　　＜https://www.kojinbango-card.go.jp＞

（美郷町）
■通知カード・個人番号カードについて

　住民課戸籍係　電話75-1213
■番号（マイナンバー）制度全般について

　総務課行政改革室行政改革係
電話75-1211（代表）

　８月に世帯配布しました「よくわかるマイナン
バー制度」（黄色の小冊子）もご覧ください。

局所的な
気象観測装置

村之郷の美郷ライブカメラに登載

■向かって右側が雨量計、左側がその他の気象観測装置

■美郷ライブカメラの支柱に登載

　村之郷地内に、雨量、感雨、日射、風向風速、気圧、気

温、湿度など７種類の気象データを収集する気象観測装置

が設置されました。

　気象観測装置は「ＰＯＴＥＫＡ」（ポテカ）といい観測デー

タはリアルタイムで専用ホームページ

http://www.potekanet.com/　で見ることができます。

  気象庁のアメダスのデータはいつでもどこでもPCやスマホから
アクセス可能、リアルタイムで知りたい場所の天気の状況を把握
できます。
  全国でも導入している自治体はまだ珍しく、県内では初めて。今
後は、ゲリラ豪雨への備えなど、防災対策にも役立てられます。■美郷ライブカメラの支柱に登載

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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やくば通信

町内の公共施設において、無料のＷｉ
ｆｉスポットを開設しました。
右記の施設内で使用できますので皆様
是非ご利用ください。

※接続方法については各施設の職員に
お尋ねください。

今にゆとり、老後にゆとりの

国民年金基金に入りませんか？
●国民年金基金とは？
　国民年金の第１号被保険者の方が老齢基礎年金に上乗せをして
加入できる公的な年金制度です。
●加入できる方は？
　20歳以上60歳未満の国民年金第１号被保険者の方および日
本国内に住所を有する60歳以上65歳未満で国民年金に任意加
入している方が加入できます。
●毎月の掛金は？
　加入時の年齢、性別、選択する給付の型と口数によって決まり
ます。※掛金の上限は月額６万８千円です。
●５つのメリット
①基本は終身年金
･･･65歳から亡くなるまで年金が受け取れます。
②年金額が確定、掛金額も一定
･･･掛金の支払いにより将来の受け取る年金額が確定。加入時の掛金額は支払い機関終了まで変わりません。
　（途中で口数を変更しない場合）
③税制上の優遇
･･･掛金は全額、社会保険料控除になり確定申告を行うと税金が軽減され、受取りの年金は公的年金等控除の対
象となります。またもしもの時の遺族一時金は全額非課税です。※平成27年１月現在。
④万が一のときには家族に一時金
･･･万が一早期に亡くなったとき、家族に遺族一時金が支給されますので掛け捨てにはなりません。（Ｂ型を除く）
⑤自由なプラン設計
･･･ライフプランに合わせ、年金額や受取期間を設計でき、加入後も年金・掛金の額を口数単位で増減できます。
また、掛金を年度分前納（全額支払うこと）すると割引があります。

▼問い合わせ先　島根県国民年金基金　☎０１２０－６５４１９２（フリーダイヤル）

みさとＷｉ-ｆｉ設置箇所一覧

役場庁舎 君谷交流センター

みさと館 浜原隣保館

大和事務所 別府公民館

沢谷交流センター 潮公民館

比之宮交流センター 保健福祉センター

都賀行交流センター 君の谷農村塾

▼問い合わせ先　企画財政課　☎（0855）75-1924

の開設について
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No.109健康
まめ知識

糖尿病になってから健康管理が悪いと…

太
い
血
管
の
障
害

細
い
血
管
の
障
害

食事を適量食べる
主食と主菜を１品、副菜を２
品　適量摂取しよう！！

血糖コントロール
の目標値

ヘモグロビンA1cが7.0未満
を維持することが大切です。
(治療目標値は個人によって
異なることがありますので、
主治医に相談しましょう。)

適正体重をめざす
身長（ｍ）×身長（ｍ）×25の
体重を超えないように！！

眼科を受診する
失明の原因となる「糖尿病性
網膜症」の病変の進行具合に
ついて知ることが大切です。

健診を毎年受ける
定期的に健診を受けること
で、早期発見につながります。

●受診の際には「糖尿病手帳」を活用しましょう。
手帳がない場合は各医療機関にお問い合わせください。

▼問い合わせ先
健康福祉課　☎75-1932

！！まずは糖尿病を防ぐ！！

すでに糖尿病の方は
！！合併症を防ぐ！！ み

ん
な
で
健
康

を
維
持
し
よ
う
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お
知
ら
せ

年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
27
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か
た
及

び
法
定
調
書
、
市
・
町
へ
の
給
与
支
払
報

告
書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
16
日
㈪

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

○
場
所　

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館 

マ
ル
チ

ホ
ー
ル
（
川
本
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署　

☎
０
８
５
５
－
２
２
－
０
３
６
０

第
４
回
租
税
作
品
合
同
表
彰
式

　

浜
田
税
務
署
管
内
で
応
募
の
あ
っ
た
税

に
関
す
る
「
絵
は
が
き
」、「
作
文
」
な
ど

の
入
賞
作
品
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

○
日
時　

11
月
14
日
㈯
10
時
～
正
午

○
場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田 

１
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署　

☎
０
８
５
５
－
２
２
－
０
３
６
０

税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
々

な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事

○
期
間　

11
月
11
日
㈬
～
17
日
㈫

国
税
庁
HP　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

▼
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署　

☎
０
８
５
５
－
２
２
－
０
３
６
０

障
が
い
者
の
権
利
を
考
え
る
つ
ど
い

　

平
成
28
年
４
月
１
日
に
障
害
者
差
別
解

消
法
と
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
施
行

に
な
る
こ
と
か
ら
、
障
が
い
者
差
別
や
差

別
解
消
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
理
解
と
関

心
を
高
め
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

○
日
時　

11
月
15
日
㈰
13
時
～
16
時

○
場
所　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

○
内
容

講
演
Ⅰ　

映
画
「
ゆ
ず
り
葉
」
に
こ
め

ら
れ
た
思
い

講
師　

貴
田
み
ど
り
氏
（
女
優
）

講
演
Ⅱ　

障
が
い
者
差
別
と
は
何
か　

～
知
ら
な
い
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
～

講
師　

藤
井
克
徳
氏
（
日
本
障
害
者
協

議
会
代
表
）

　

情
報
保
障　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・

磁
気
ル
ー
プ
あ
り
、
点
字
・
録
音
・
拡
大

資
料
配
布

み
ん
な
の
年
金
相
談

　

無
料
年
金
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
年
金

記
録
の
ご
相
談
や
年
金
請
求
書
の
受
付
、

年
金
見
込
額
の
試
算
な
ど
様
々
な
相
談
に

応
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是

非
、
気
に
な
る
年
金
に
つ
い
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
12
日
㈭
10
時
～
15
時
30
分

○
場
所　

川
本
町
役
場　

１
階
会
議
室

○
予
約
不
要

○
持
参
す
る
も
の

◆
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

・
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
日
本
年
金

機
構
か
ら
の
通
知
な
ど

◆
本
人
確
認
で
き
る
も
の

○
入
場
料　

無
料

○
定
員　

１
５
０
名
（
申
込
み
が
必
要
・

先
着
順
）

○
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
、
申
込
者

氏
名
、
申
込
人
数
、
連
絡
先
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
５
－
２
４
－
９
３
３
４

℻
０
８
５
５
－
２
４
－
９
３
３
５

E-m
ail sanka@

bd-iw
am

i.org

里親
になりませんか

10月は里親月間です

　さまざまな事情により家族と一緒に生活する
ことが出来ない子どもたちがいます。里親とは
こうした子どもたちを自分の家に迎え入れ、家
庭的な環境の中で愛情を込めて養育してくださ
る人です。
　里親には、子どもが親と一緒に生活出来るよ
うになるまで養育する「養育里親」と養子縁組
により養親となる「養子縁組里親」などがあり
ます。
　子どもが好きで、愛情と熱意を持って、真心
を込めて養育してくださる人を求めています。
養育里親の場合は、長期の養育だけでなく、月
に１～２回程度、主に土日や長期休み中に数日
間といった短期間の家庭生活体験をさせてくだ
さる人も求めています。

▼里親制度に関心がある人はお問い合わせください
　出雲児童相談所　℡0853-21-0007
　浜田児童相談所　℡0855-28-3560
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＊
１
点
掲
示
で
足
り
る
も
の

・
運
転
免
許
証
・
住
基
カ
ー
ド
（
顔
写

真
付
）
な
ど

＊
２
点
掲
示
が
必
要
な
も
の

・
各
保
険
証
・
受
給
者
証
・
学
生
証
な

ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

☎ 

０
８
５
５
－
２
２
－
０
６
７
０

中
国
５
県
縦
断
法
律
相
談
会

　

相
続
の
こ
と
な
ど
法
律
問
題
全
般
に
つ

い
て
、
司
法
書
士
が
無
料
で
面
談
す
る
と

と
も
に
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
い
て
も

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
面
談

○
日
時　

11
月
８
日
㈰
10
時
～
16
時

○
場
所　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お
お

ち
※
予
約
が
な
く
て
も
受
け
付
け
ま
す

◆
電
話
相
談

０
１
２
０
－
２
５
０
－
２
５
２

※
10
月
25
日
・
31
日
、
11
月
８
日
・
15
日

の
み
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会　

中
国
ブ
ロ

ッ
ク
会　

事
務
局

☎
０
８
２
－
２
２
１
－
５
３
４
５

　
（
受
付
時
間　

９
時
～
17
時
）

保
育
士
就
職
支
援
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

「H
U
G
!

く
むcafe

」

　

保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
あ
の
頃

を
、ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　

11
月
28
日
㈯
10
時
～
12
時

○
場
所

出
雲
会
場
：
貸
出
ホ
ー
ルCO

T
O

H
A

浜
田
会
場
：
浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
○
内
容

ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
に
よ
る
保
育
現
場
で

役
立
つ「
こ
ど
も
を
引
き
付
け
る
遊
び
」

や
お
茶
と
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
参

加
者
全
員
で「
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
」等

○
対
象
者

　

保
育
士
（
保
母
）
の
資
格
を
お
持
ち
で
、

現
在
は
保
育
士
と
し
て
勤
め
て
い
な
い

方
。

※
お
子
様
連
れ
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

○
申
込
締
切　

11
月
13
日
㈮

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議

会☎
０
８
５
２
－
３
２
－
５
９
５
７

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

　

起
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
面
接
、
情

報
提
供
を
行
う
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。

○
日
時　

10
月
31
日
㈯

午
前
の
部　

10
時
～
12
時
30
分

午
後
の
部　

13
時
30
分
～
16
時

○
場
所

松
江
テ
ル
サ
・
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

○
対
象
者　

平
成
28
年
３
月
大
学
等
卒
業

予
定
者
及
び
既
卒
３
年
以
内
の
未
就
職

者
ま
た
は
県
内
就
職
を
希
望
す
る
人

○
参
加
企
業　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲

載
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
８
５
２
－
２
８
－
０
６
９
４

三
次
高
等
技
術
専
門
校
技
能
祭

○
日
時　

10
月
31
日
㈯
10
時
30
分
～
14
時

○
場
所　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
○
内
容　

実
習
公
開
、
実
習
体
験
、
実
習

作
品
の
即
売
、
飲
食
物
の
販
売
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
８
２
４
－
６
２
－
３
４
３
９

人　
事

　

８
月
１
日
付
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
次
の
２
名
を
採
用
し
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

比
之
宮
地
域

横よ
こ

倉く
ら

　大だ
い

介す
け

（
愛
知
県
稲
沢
市
）

観
光
協
会

白し
ら

石い
し

　竜り
ゅ
う

一い
ち

（
千
葉
県
浦
安
市
）

美
郷
町
簡
易
水
道
の

水
質
検
査
結
果

検査実施（９月30日） 結　　　　果 評価 対応
粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
吾郷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
別府地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
君谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
酒谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
石原地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
▶問い合わせ先　役場建設課（☎７５- １２１５）
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9/25金

9/18 金 9/11 金

　「地域の方々に喜んでもらいたい」と、車いす
の寄贈がありました。寄贈してくださったのは山
陰中央新報販売所の女性所長らがつくる『あやめ
の会』。美郷町役場で贈呈式がありました。
　寄贈された車いすは３台。空き缶のプルタブを
回収して換金したり、チャリティーバザーの収益
金を活用したりして購入されたものです。みさと
館に２台、比之宮交流センターに１台配置しまし
た。

有効に活用します！

車いすの贈呈式がありました

　美郷町共同募金委員会の主催による第一回赤い
羽根チャリティーグラウンド・ゴルフ大会が開催
されました。松本愼二会長は「地域福祉のために、
少しでも資金と福祉の気持ちを広げていけたらと
思い計画しました」と語られました。
　参加料に募金が含まれており、ホールインワン
を出した人は100円以上の募金をすることになっ
ていました。

　９月21日㈪から30日㈬までの間、秋の全国交通安全運動が
全国一斉に実施されました。美郷町内では、各地域において
街頭立哨や桃太郎旗等の設置、交通安全啓発パレード、交通
安全テント村を実施しました。
　交通安全テント村は、Aコープ邑智店付近（実施主体：交
通安全対策協議会美郷支部各分会・建設業協会・交通安全母
の会）、浜原バイパス妙用寺下（実施主体：邑智大和ライオン
ズクラブ）、グリーンロードだいわ（実施主体：都賀保育園白
鳥クラブ）の３箇所で行われ、安全運転を呼びかけました。

▼白鳥クラブは『事故無し』の願いを込めた＂梨＂を手渡しました

▼美郷町で一番通行の多いAコープ邑智店付近

ホールインワンを出したあかつきには…

気を付けて運転してください

チャリティーグラウンド・ゴルフ大会

事故ゼロのおくに自慢はみさとから

9/24木

▲スピードを出しやすい浜原バイパスで運転手もホッ

と一息

9/25 金

▶この日最初のホールインワンを出した
森田幸子さん。「とても嬉しい。でも百
円玉がなくて困っとります。」と笑顔を
見せてくれました

▲この後、景山町長が実際に乗り心地を確かめました
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まちかどウォッチング

美郷町へ交通事故防止のためのカーブミラーが贈
呈されました。これは、秋の全国交通安全運動が
取り組まれている中、島根県農業協同組合ならび
に全国共済農業協同組合連合会島根県本部、（一
財）島根県農協共済福祉事業団が、交通事故防止
活動や人命保護に役立ててほしいと寄贈された物
です。
寄贈されたカーブミラーは２基で、各地域の交通
安全協会分会より要望のあった場所に設置する予
定です。

　邑智中学校の２年生26名が、修学旅行中の京都
市で美郷町のＰＲ活動をしました。今年度２年生
の総合的な学習の時間のテーマは「ふるさとをＰ
Ｒしよう！」。そこで、修学旅行のプログラムの
一つとして、美郷町のよいところを京都の人に紹
介することにしました。
　新京極商店街の一角を借りて、生徒一人一人が
買い物客に声をかけ、山くじら、ポポー、三江線
や神楽などについてＰＲをしました。足を止め関
心を持って聞いて下さる方も多く、生徒はもっと
活動を広げたいと意欲を高めていました。

交通事故のない町になりますように

カーブミラー贈呈式がありました

邑智中学生、京都で美郷を宣伝

9/17木

▼中学生の一生懸命さに町行く人も足を止めます▼集めた草は軽トラック３台分にもなりました

9/28月
9/25 金

　老人クラブ連合会が防災公園の草取りボラン
ティアを行いました。この日は会員のうち42名が
集まり、午前８時から概ね１時間かけて園内の雑
草を取り除きました。
　作業終了後には参加者全員が集合し、福島迪雄
会長の「一人暮らしの方も増えてきた。こうして
集うことで元気にしていることがわかる。来年も
元気に会いましょう」というあいさつで解散しま
した。

集って笑って働いて

青空の下、笑顔でボランティア

　山陰中央新報社の地域応援キャンペーン「移動
新聞社ふるさとeye邑智郡」を記念して、ゴール
デンユートピアおおちでレセプションが開催され
ました。景山町長や町内各界の代表者30名が出席
し、定住や子育て支援など、町の発展に向けて意
見交換を行いました。
　これに合わせ、山陰中央新報社から美郷町内の
小中学校に６万円相当の郷土本が贈られ、松尾倫
男社長から景山町長に目録が手渡されました。

移動新聞社ふるさとeye邑智郡　記念レセプション

美郷町の未来に向け意見交換

9/14月
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美郷の人びと

輝く人を紹介！

★マイブーム、やっていて楽しいこと
ショッピングです。服とか雑貨とか見るのが好きです。

★チャレンジしたいこと
色んな経験をしてみたいです。手を動かすのが好きだ
から、小物とか雑貨とか『ものづくり』に挑戦したい
です。

★美郷町のここが好き
自然が豊かなところです。でも都会にも憧れがありま
す。

★ひとこと
比之宮では公民館講座で毎週水曜日にバドミントンを
しています。遊びに来てくださいね♪

バドミントンの練習には親子で参加している桐場さん。
練習中、体育館の中はみんなの笑い声と笑顔が絶えませんでした。

シリーズ

美郷の星 ファイルNo.6 桐場　彩

桐場　彩（きりば　あや）
1993年5月18日生まれ　22歳
職業　保育士
趣味　カフェめぐり

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

邑
智
Ｍ
Ｂ
Ｃ

美
郷
町
国
際
友
好
協
会

　

９
月
６
日
㈰
、
邑
智
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
、

邑
智
Ｍ
Ｂ
Ｃ
主
催
の
２
０
１
５
美
郷
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
雲
市
、
大
田
市
、
美
郷
町
の
２
市
１
町
か
ら
６

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

大
会
は
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ　

Ｂ
Ｏ
Ｙʼ

Ｓ
（
大
田
市
）
が

優
勝
し
、
邑
智
Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
美
郷
町
）
は
予
選
リ
ー
グ

で
１
勝
１
敗
と
惜
し
く
も
決
勝
進
出
は
果
た
せ
ず
、

２
年
連
続
の
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
大
い
に
健
闘

し
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
㈰
に
、
異
文
化
交
流
の
一
環
で
『
ワ
ー

ル
ド
キ
ッ
チ
ン
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
調
理

実
習
を
通
し
て
楽
し
く
世
界
の
食
文
化
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
島
根
県
国
際
交
流
員
の
杜と

春し
ゅ
ん

紅こ
う

さ
ん
を

迎
え
て
、
本
場
の
水
餃
子
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
約
20
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
に

ぎ
や
か
に
、
楽
し
く
中
国
の
文
化
を
学
べ
た
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
11
月

に
は
産
業
祭
に

も
出
店
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ブ

ー
ス
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ

い
。

会長

田邊　積さん

島根県国際交流員

杜
と

 春
しゅん

紅
こ う

さん
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美郷の人びと

あ
ふ
ら
れ
て
風
の
見
せ
た
る
葛
の
花	

波
多
野
静
香

戻
り
来
し
古
里
美
し
き
稲
筵	

田
辺　

和
枝

石
畳
ぬ
ら
す
雨
音
す
で
に
秋	

山
本　

寛
子

身
に
入
む
や
娘
の
街
へ
転
居
と
は	

松
島　
　

肇

老
い
た
れ
ば
南
瓜
切
る
の
も
難
し
く	

武
田
千
代
子

電
線
に
み
な
集
ひ
た
る
秋
燕	

坂
本　

光
枝

手
に
余
る
今
日
の
予
定
の
夜
な
べ
か
な	

熊
谷　

久
子

終
い
風
呂
首
ま
で
つ
か
り
虫
に
聞
く	

多
久
千
恵
子

淋
し
さ
は
食
事
時
に
も
秋
茗
荷	

吉
川　

律
子

絵
手
紙
に
は
み
出
す
程
の
あ
き
つ
描
く	

向
井　

榮
子

開
通
後
四
十
年
や
秋
の
駅	

高
橋　

紘
紀

長
雨
や
早
稲
を
手
刈
り
に
す
る
は
め
に	

田
辺
す
み
子

選
者
吟

香
茸
や
重
々
か
り
し
面
構
へ

選
者   

服
部
康
人
　先
生

清
流
句
会

そ
の
③

肺
結
核
に
倒
れ
る

　三
十
四
歳
の
時
、
中
原
芳
煙
は

『
群ぐ
ん

鹿ろ
く

の
図
』
を
描
い
た
。
こ
れ
を

帝
展
（
後
の
日
展
）
に
出
品
す
る
と
、

見
事
に
首
席
入
選
を
果
た
し
た
。

　こ
の
作
品
に
は
七
頭
の
鹿
が
描
か

れ
て
い
る
。
秋
の
奈
良
公
園
だ
ろ
う

か
。
鹿
の
体
毛
が
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う

に
美
し
い
。
こ
ち
ら
を
向
く
小
鹿
の

つ
ぶ
ら
な
目
が
実
に
可
愛
ら
し
い
。

慈
愛
溢
れ
る
珠
玉
の
作
品
だ
。

　こ
の
年
、
益
田
で
は
雪
舟
終
焉
地

と
伝
え
る
大
喜
庵
を
整
備
す
る
機
運

が
高
ま
っ
て
い
た
。
以
前
か
ら
大
喜

庵
の
荒
廃
ぶ
り
を
嘆
い
て
い
た
芳
煙

は
、
い
ち
早
く
協
力
を
申
し
出
た
。

芳
煙
は
こ
の
事
業
に
意
欲
を
燃
や
し

た
。　そ

ん
な
矢
先
、
咳
き
込
む
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。
病
院
に
行
く
と
、
医

師
か
ら
肺
結
核
だ
と
告
げ
ら
れ
た
。

し
ば
ら
く
小
康
状
態
を
保
っ
て
い
た

が
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
祖

父
の
葬
儀
で
帰
郷
し
た
時
に
病
状
が

悪
化
す
る
。
や
む
な
く
生
家
で
静
養

し
な
が
ら
再
起
を
願
っ
た
。
体
調
の

良
い
時
に
は
絵
を
描
い
た
。

　そ
し
て
、
翌
年
六
月
二
〇
日
、「
死

に
た
く
な
い
、
早
く
東
京
へ
ゆ
き
た

い
」
と
言
い
な
が
ら
三
十
九
年
の
生

涯
を
閉
じ
た
。

　翌
月
、
東
京
築
地
の
本
願
寺
別
院

で
追
悼
法
会
が
営
ま
れ
た
。
こ
の
日

の
東
京
は
燃
え
る
よ
う
に
暑
か
っ
た

が
、
関
東
各
地
か
ら
友
人
ら
七
〇
人

が
参
列
し
て
、
若
く
し
て
逝
っ
た
天

才
画
家
の
遺
徳
を
偲
ん
だ
。
参
列
者

は
そ
れ
ぞ
れ
生
前
の
思
い
出
を
話
し

た
が
、
語
る
者
は
涙
し
、
聴
く
者
も

嗚
咽
を
も
ら
し
た
。

　芳
煙
が
亡
く
な
っ
て
百
年
に
な

る
。
図
抜
け
た
観
察
力
と
緻
密
な
表

現
力
で
描
か
れ
た
優
し
い
作
品
は
、

時
代
を
超
え
て
私
た
ち
を
感
動
さ
せ

る
。
彼
の
生
き
方
と
作
品
は
再
評
価

さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　文:

安
来
市
加
納
美
術
館
館
長

神じ
ん

　英ひ
で

雄お

ご存知ですか？
日本美術史に残る美郷出身画家
中原芳煙没後100年　中原芳煙の生涯と作品
　今年は中原芳煙生誕140年、没後100年の節目にあたります。これにあ
わせて、芳煙作品の展覧会を開催します。展覧会開催に先駆け、３回シリー
ズで中原芳煙氏の生涯と作品について紹介します。

中原芳煙作品展覧会
会期：
　　10月31日㈯から11月６日㈮
場所：みさと館
問い合わせ先：
　　美郷町教育委員会

☎0855－75－1217

もうすぐ
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人口と世帯
人 口　5,126 人
　男　　2,415人	（−２人）　
　女　　2,711人	（−４人）　
世帯数　2,360世帯（−１世帯）

（　）は先月との比較（住民基本台帳による10月１日現在）

11月の行事予定

あっこの なんたことかいなぁ

町長に同行して、ご長寿のお祝いに行きまし
た。お祝いを受けとられた方々とお話をして
いると、「長生きの秘訣はよく食べること」
と全員がおっしゃられるんですね。
そのことを友達と話をしているときに「だか
ら私、絶対長生きすると思うんよね」と友達
の前で言ったところ、

「あっこって、『よく食べる』を通り越しとる
よね」

という名言が誕生しました。
なんたことかいなぁ！！
『よく食べる』を通り越す＝食べ過ぎ！！！！
食べ過ぎは体に良くないそうですよ。
食欲の秋。栄養バランスを考え、適度

4 4

な食生
活を送りましょう。

１日㈰ みちくさ日和『ぶひょっといこうよ。里あるき！』『イノシシ革ってどんな革？』

２日㈪

３日㈫ グルメフォンドin美郷（美郷町内）

４日㈬ 　

５日㈭ 　

６日㈮ 　

７日㈯ サケを見に行こうツアー（カヌーの里おおち）

８日㈰
第12回美郷町駅伝競走大会
みちくさ日和『陶芸体験　手作り「灯り取り」教室』
サケを見に行こうツアー（カヌーの里おおち）

９日㈪

10日㈫ 中国補聴器センター補聴器相談会（美郷町保健福祉センター）

11日㈬ 　

12日㈭

13日㈮ 　

14日㈯
みちくさ日和『ガラスでX'mas飾り！！』『魔法使いおじいちゃんに
教わる、わら七変化！』『秋満開の魚切旅館で幸せ一服のお誘い』
サケを見に行こうツアー（カヌーの里おおち）

15日㈰
美郷町産業祭みさとふるさとまつり
みちくさ日和『秋満開の魚切旅館で幸せ一服のお誘い』
サケを見に行こうツアー（カヌーの里おおち）

16日㈪

17日㈫ みちくさ日和『縁側サロン「二人静」で小さな秋を見つけませんか』

18日㈬ 行政相談（美郷町役場） 

19日㈭

20日㈮ 　

21日㈯ みちくさ日和『旧家を訪れる～本林家と前林家～』
サケを見に行こうツアー（カヌーの里おおち）

22日㈰ みちくさ日和『陶芸体験　手作り「灯り取り」教室』
サケを見に行こうツアー（カヌーの里おおち）

23日㈪ みちくさ日和『美郷町の細竹で野バラの壁掛け』
サケを見に行こうツアー（カヌーの里おおち）

24日㈫ 　

25日㈬ 西日本補聴器補聴器相談会（美郷町保健福祉センター、大和事務所）

26日㈭

27日㈮ 　

28日㈯ サケを見に行こうツアー（カヌーの里おおち）

29日㈰ サケを見に行こうツアー（カヌーの里おおち）

30日㈪

慶　 弔 （９月届出分・敬称略）

愛のともしび （９月受付分）
社会福祉協議会へ次の方々よりご寄付を頂きました。（敬称略）

※慶弔欄は、掲載を希望された方のみ掲載しています。町外で届けられた方で
名前の掲載を希望される方は、企画財政課（75-1924）までご連絡ください。

おくやみ
藤　川　昭　治（84 歳） 上 川 戸
小　響　輝　夫（86 歳） 都 賀 行
小　谷　ミツヨ（91 歳） 粕　　渕
福　田　敦　子（82 歳） 吾　　郷
岸　　　美　子（103 歳） 滝　　原

香典返し
小　響　勇　二 都 賀 行
小　原　正　博 乙　　原
直　井　惠　子 粕　　渕
岸　　　壽　男 滝　　原
福　田　美　幸 吾　　郷
本　間　二　一 長　　藤

一般寄附
栗　原　照　夫 簗　　瀬
とんねる　岡　田　冨士子 久　　保

赤ちゃん
𠮷　川　奏

か な た

大（春祈・綾） 潮 曲 利
洲　濱　　　恵

けい

（正明・施子） 浜　　原
曽　根　一

い ち か

華（貫・由美子） 上 川 戸


